



































































































































































































































































































































































帰宅難民 0 危険ドラッグ 0
どじょう内閣 0 マタノ、ラ 100
なでしこジャパン 6 トリプルスリ L--- 4
爆弾低気圧 32 五郎丸 2
東京ソラマチ 4 SEALDs 0
第3極 0 ドローン 1
終活 49 一億総活躍社会 0
iPS細胞 14 ラブ注入 95


























維新 12 9 3
／、イトスヒ。－チ 0 0 0
ブラック企業 18 14 4
アベノミクス 12 0 12
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向である、ということだ。少なくとも、伝播速度に限界があった時代に山型の
推移を示すことはない。情報の急速な伝達、そしてそれを得る機会が増加した
現代だからこそ、山型のような広まり方をするということだ。
本研究の問題点、限界としてはGooglenendsへの依存が非常に大きい調査
のため、サービスが終了してしまった場合、継続的調査がほぼ出来なくなると
いうことにある◎日本での検索サイトでのシェアはGoogleが2番手であり、一
番手はYahoo!である‘類似したサー ビスがないため今回はGoogle'IYendsの
みを用いたが、検索サイトによる検索ワード、検索量に差が出てくる可能性は
否定出来ない。また今回は新語・流行語のみに対象を絞り調査を行ったが、場
合によっては発言者の方が注目される、というケースも少なくない。その多く
は芸能人、特に芸人であり、そちらへの言及が疎かになってしまったことは、
本研究があくまで新語・流行語に対象を絞ったとはいえ問題であると言わざる
をえない。本研究の限界として、やはり絶対数が把握出来ないことが大きな妨
げであることは、もはや論を俟たないところであろう。Googlenendsという検
索ワードのビッグデータを扱う調査は、先行研究の数の少なさが示す通りまだ
まだ未成熟である。ビッグデータの性質上､個人で処理するには限界があり中々
扱いきれるものではないが、それでも今後の情報処理技術の発展によるこのよ
うな調査手法の進化の一端を担えればと思い、拙いながらも本研究を公表する
に至った。
5．おわりに
本研究では、日本だけでなく、世界的に新語・流行語の選出が一つの流れと
して背景に存在すること踏まえ、新語・流行語にどのような傾向があるのかを
明らかにするため調査を行った。また、調査の手法の新しいアプローチの一つ
として2つの先行研究を参考にしてGoogle'IhFendsを用いた。調査において幾
つかの制約が存在したが、それでも新語・流行語に対して幾つかの傾向を見る
ことが出来た。結果は山型、波型、その他の3つに分類できた。
山型は受賞年内において大きなピークが1つ、あるいは2つあり新語・流行
語の過半数を占めていた。受賞の年以前の検索指数の低さから流行していると
はいえない。つまり、新語としての要素が強いものがここに分類されることに
なる。波型は山型に比べると上。－クはさほど大きくないものの、代わりにピー
ク自体の数が多いものだ。それに加え山型の語とは異なって、受賞の年以前に
一定量検索されているものが多く、新語というよりは、流行語としての要素が
強いものが分類されることが分かった。その他は山型、波型どちらにも分類で
きないものだが、その中で「スマホ」という語と、その普及状況に深い関わり
があることが明らかになった。
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情報の伝達技術が発達した現代では、急速に情報が広まることも珍しくない。
山型の推移は、現代だからこそ見られる傾向であることが分かった。
調査により新語・流行語の傾向は明らかになったが、本研究に問題がないと
は言えない｡Googlenendsのみを用いて調査を行ったことにより結果が一面的
なものとなってしまった。他方面からのアプローチによって、多面的な捉え方
が出来、新語・流行語の実態がより明らかになると思われるが、それは今後の
課題としたい。また、繰り返し述べてきたように個人によるビッグデータの扱
いには限度があり、ビッグデータを適切に利用した新語・流行語の研究という
点に関しては多少疑問が残る結果となってしまった。
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